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め
、
内
部
作
業
効
率
が
向

上
す
る
と
と
も
に
、
吊
元

の
後
作
業
(
塗
装
・
補
修
な

ど
)
も
減
っ
た
。
さ
ら
に
、

各
パ

l
ツ
を
差
し
込
み
ピ

ン
で
固
定
す
る
な
ど
シ
ス

テ
ム
化
。
専
用
の
L
型
幅

事
(
頭
ケ
島
大
橋
検
査
一
木
や
手
摺
も
シ
ス
テ
ム
に

路
取
替
工
)
」
に
、
日
一
組
み
込
ん
だ
ほ
か
、
吊

綜
産
業
側
(
本
社
・
東
京
一
二
ん
か
ら
最
大
5
Mの
跳

都
、
小
野
大
社
長
)
の
一
ね
出
し
床
を
実
現
。
跳

新
型
シ
ス
テ
ム
吊
り
足
一
ね
出
し
床
を
先
行
し
て

場
『
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
』
一
'
構
築
で
き
る
た
め
、
身

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
一
を
乗
り
出
し
た
組
み
立

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
一
て
・
解
体
作
業
が
皆
無

は
、
従
来
の
吊
り
足
場
一
に
な
り
安
全
性
も
向
上

用
チ
ェ
ー
ン
の
叩
倍
以
一
し
た
。

県
五
島
振
興
局
が
発
注
一
上
の
高
強
度
チ
ェ
ー
ン
を
一

2
0
1
5年
5
月
に

し
、
側
大
島
造
船
所
が
施
一
採
用
し
、
最
大
用
チ
ェ

l
一
新
技
術
情
報
シ
ス
テ
ム

工
す
る
「
主
要
地
方
道
上
一
ン
ピ
ッ
チ
5
討
を
実
現
。

五
島
空
港
線
橋
梁
補
修
工
一
チ
ェ
ー
ン
が
少
な
い
た

新
上
五
島
・
頭
ケ
島
大
橋
橋
梁
補
修
工
事

シ
ス
テ
ム
吊
り
足
場

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
を
採
用

効
率
的
か
つ
安
全
に
足
場
を
組
み
立
て

伺
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
を

設
置
し
た
頭
ケ
島
大
橋

(
N
E
T
-
S
)
へ
の
登

録
が
完
了
。

ζ
れ
ま
で
に

2
0
0件
以
上
の
現
場
で

採
用
さ
れ
て
い
る
。

今
回
採
用
さ
れ
た
工
事

は
、
頭
ケ
島
と
仲
通
島
を

結
ぶ
全
長
3
0
0
M
の
ア

ー
チ
橋

(
1
9
8
1年
架

設
)
の
上
部
工
検
査
路
取

替
工
(
延
長
1
5
0
M
2

条
)
と
、
下
部
工
検
査
路

取
替
工

(
2基
、
片
面
)
、

下
部
工
検
査
路
設
置
工

(
5基
、
全
周
)
。

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
の
設
置
状
況

大
島
造
船
所
の
漬
田
氏

現
場
代
理
人
の
大
島
造

船
所
・
演
田
幸
次
氏
に
よ

る
と
、
工
事
の
進
捗
率
は

約
加
%
で
、
古
い
上
部
工

検
査
路
を
取
り
外
し
た
状

態
だ
と
い
う
。
ク
イ
ッ
ク

デ
ッ
キ
は
1
5
0
0平
方

針
採
用
。
当
初
、
足
場
の

組
み
立
て
に
1
カ
月
程
度

を
想
定
し
て
い
た
が
、
M

日

日
で
完
成
し
た
。
「
作
業

手
順
を
守
れ
ば
、
安
全
で

早
く
、
実
際
の
作
業
も
安

心
し
て
見
て
い
ら
れ
る
」

と
話
し
て
い
る
。
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長
崎
県
五
島
列
島
の
空
港
線

一
込
ん
で
日
本
仕
様
に
改
の
改
修
工
事
な
ど
、
こ
れ

一良

lu年
6
月
か
ら
販
売
・
ま
で
に
納
入
・
稼
働
中
の

一
レ
ン
タ
ル
を
開
始
し
た
。
現
場
は
2
0
0件
を
超
え

一
一
昨
年
5
月
に
は
、
東
北
た
。
工
蕩
を
稼
働
さ
せ
な

一
地
方
整
備
局
で
新
技
術
情
が
ら
改
修
工
事
を
行
え
る

日
綜
産
業
で
は
、
オ
リ
報
提
供
シ
ス
テ
ム

(
N
E
点
な
ど
が
発
注
者
に
評
価

ジ
ナ
ル
製
品
の
持
つ
基
本

T
I
S
)
に
登
録
さ
れ
て
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
、

構
造
の
優
位
性
は
そ
の
ま
い
る
。
'
各
地
で
見
込
ま
れ
る
点
検

ま
に
、
一
部
安
全
性
を
考
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
・
補
修
な
ど
の
公
共
工
事

慮
し
て
聞
社
従
来
製
品
の

l
ル
や
精
密
機
械
工
場
の
向
け
に
市
場
拡
大
を
函
っ

機
能
や
独
自
技
術
を
組
み
天
井
工
事
、
新
幹
線
高
架
て
い
く
。

場足削

喬
i
R
t
多
工
事
こ
采
司

軒

布

2
4
4二一主て
'
u
h
y

民

間

合

わ

せ

て

架

設

さ

れ

た

。

デ

ッ

キ

が

設

置

さ

れ

て

い

宜
ホ
軽
仮
設
機
材
メ
ー
カ
ー
日
綜
麗
業

引

の

空

港

は

現

在

閉

鎖

中

。

る

。

応
(
翼
・
小
野
大
氏
)
の
先
行
床
施
要
工
事
の
進
ち
よ
く
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
は
、

業
工
式
フ
ロ
ア
型
シ
ス
テ
ム
吊
り
足
場
ま

O
A
E。
当
初
予
定
年
に
米
国
の
仮
設
機
材

噌
訊
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」
が
、
長
崎
県

l

2

l

u
t

で
は
足
場
組
立
で
1
カ
月
メ
ー
カ
ー
最
大
手
セ
l
フ

油
性
五
島
列
島
の
上
五
島
空
港
線
橋
梁
補

白

川

怖

を

見

て

い

た

が

、

実

際

に

ウ

ェ

イ

(
S
A
F
W
A
Y
)

椋

修

工

事

に

約

1
5
0
0平
方

採

用

ま

4
日
と
半
分
以
下
の
工
社
が
開
発
し
た
。
集
床

急
耶
さ
れ
て
い
る
。
工
期
姫
縮
や
作
業
効

l
1

日
率
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
、
る
。
期
て
施
工
し
た
。
離
島
の
の
先
襲
撃
ユ
ニ
ッ
ト

L

た
め
、
機
材
は
船
で
数
回
の
シ
ス
テ
ム
佑
な
ど
で
、
ー

今
回
の
工
事
は
長
崎
県
担
日
ま
で
。
工
事
を
行
つ
に
分
け
て
搬
入
口
橋
の
下
安
全
な
簡
易
施
工
・
解
体
、

五
島
振
興
局
発
注
で
、
施
て
い
る
頭
ヶ
島
大
橋
は
全
を
大
型
フ
ェ
リ
ー
が
航
行
工
期
組
縮
が
可
能
1

最
大

工
は
大
島
造
船
所
。
昨
年
長
3
0
0
Mの
ア
ー
チ
橋
す
る
こ
と
を
考
慮
し
ベ
航

5
Mの
跳
ね
出
し
一
で
、
こ

8
月
8
日
か
ら
始
ま
っ
て
で
、

1
9
8
1
(昭
回
)
路
の
高
さ
が
叩
肘
以
下
に
れ
ま
で
困
難
だ
っ
た
場
所
頭
ヶ
島
大
橋
補
修
工
事
で
採
用
さ
れ
て
い
る
回
線
産
業
の
新

お
り
、
工
期
は
今
年
8
月
年
の
上
五
島
空
港
開
港
に
な
ら
な
い
よ
う
ク
イ
ッ
ク
に
も
設
置
で
き
る
。
型
吊
り
足
場
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」
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園
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長
)
は
羽
田
、
長
崎
県
南
五
大
島
造
船
所
鉄
構
事
業
一

1
9
8
1年
の
上
五
島
空
一
い
部
材
剛
性
と
水
平
旋
回

松
浦
郡
新
上
五
島
町
の
一
議
構
部
工
事
課
の
潰
田
一
港
の
開
警
合
わ
せ
て
架
一
式
の
組
立
喜
に
よ
り
吊

「
上
五
島
空
港
線
橋
梁
補
一
幸
次
氏
は
「
作
業
手
順
を
一
設
さ
れ
た
。
同
工
事
は
、
一
点
か
ら
の
跳
ね
出
し
最
大

修
工
事
ハ
頭
ヶ
島
大
橋
検
一
守
っ
て
窪
宋
す
れ
ば
安
全
一
頭
ヶ
島
大
橋
の
上
部
検
査
一

5
Mの
先
行
床
施
工
で
作

査
路
取
替
工
)
」
(
施
工
日
一
で
早
く
、
実
際
の
作
業
も
一
路
を
取
り
替
え
る
工
事
一
業
床
を
革
附
で
の
危
険
作

大
島
造
船
患
に
新
型
シ
一
安
心
し
て
見
て
い
ら
れ
一
で
、
橋
下
で
は
大
型
ブ
ェ
一
業
な
し
で
安
全
に
施
工
で

ス
テ
ム
吊
り
足
場
「
ク
イ
一
た
」
と
コ
メ
ン
ト
。
同
社
一
リ
l
(高
さ
9
・
3
8
一
き
、
部
材
は
シ
ス
テ
ム
化

ッ
ク
デ
ッ
キ
」
が
約
1
5
一
は
今
後
も
橋
梁
等
の
点
検
一
の
興
付
も
あ
る
た
め
、
航
さ
れ
て
い
る
の
で
専
用
工

0
0平
方
針
採
用
さ
れ
た
一
・
補
修
な
ど
の
公
共
工
事
一
路
の
高
さ
が
m
Mよ
り
下
一
具
不
要
で
人
力
で
の
施
工

と
発
表
レ
た
。
同
工
事
で
一
に
市
場
拡
大
を
図
っ
て
い
一
が
ら
な
い
よ

2
Lと
の
こ
一
が
可
能
。
こ
れ
ま
で
に
大

は
足
場
組
立
期
闘
を
約
1
一
く
方
針
。
一
と
か
ら
、
同
社
の
ク
イ
ッ
一
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
i
ル

カ
月
と
み
て
い
た
と
こ
一
頭
ヶ
島
大
橋
は
、
頭
ヶ
一
ク
デ
ッ
キ
が
採
用
さ
れ
一
や
航
空
機
組
立
工
場
新
築

ろ
、
比
日
で
組
み
立
て
を
一
島
と
仲
通
島
が
結
ぶ
約
3
一

た

。

一

工

事

の

天

井

工

事

、

精

密

完
了
。
現
場
代
理
人
で
あ
一

o
o
Mの
ア
i
チ
橋
で
、
一
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
は
高
一
機
械
工
場
の
天
井
改
修
、

一
新
幹
線
高
架
の
改
修
な
ど

キ
一
で
乗
績
が
王
げ
、
納
入
・

ヂ
一
稼
働
中
の
現
場
は
2
0
0

d

一
件
以
上
。

吋
一
特
に
天
井
改
修
工
事
用

た
一
足
場
で
は
、
工
場
券
稜
働

れ
一
さ
せ
な
が
ら
工
事
が
で
き

限
一
る
こ
と
が
発
注
者
な
ど
か

探
一
ら
評
価
を
得
て
い
る
。
国

航
一
土
交
通
省
の
新
技
術
情
報

丸
一
提
供
シ
ス
テ
ム

(
N
E
T

骨

7
1
8
、
登
録
番
号
T
Hー

頭
一

1
5
0
0
0
7
1
A
)
に

も
登
録
さ
れ
て
い
る
。

昨長崎橋染補修で採用

Metal Bulletin Japan 

機態趨離部I隊選程強鴇.認l

日
綜
産
業

ニ
【
福
岡
】
軽
仮
設
大
手

一
一
の
日
綜
麗
業
(
本
社
H
東

一
一
京
都
中
央
区
、
小
野
大
社
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書採斜盟諸館司U 日機畿機麟;;;理韓日 B 作設去
が用もに期組ル、能で好橋真足綜機瀦機機毅灘総監輔 川正暴業置 3
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